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親会社グループの統合

現在の物流倉庫会社との契約解除

 

当社は、平成30年３月１日の取締役会におきまして、現在、倉庫物流業務を委託してい

るＳＢＳロジコム株式会社（本店：

との業務委託契約を平成30年６月

伴い、下記のとおり特別損失を計上する見込みとなりました

 

 

１．契約解除の理由 

当社は、当社の親会社であるＲＩＺＡＰグループ株式会社の平成

「戦略的統合物流モデル「シェアリングサプライチェーン」の構築に関するお知らせ」

に記載のとおり、これまで

イチェーンをグループ全体で統合し、サプライチェーンのあらゆるプロセス（コンテ

ナ・物流センター・トラック等）の積載効率をＡＩ技術を活用して最適化することに

より、物流網全体の効率の最大化を目指してまいります。

今回の統合物流倉庫への移転により、当社の物流関連コストについても、顧客へ商

品を発送する際に掛かる配送

現在の倉庫物流等に関する業務委託契約（相手先：ＳＢＳロジコム株式会社、以下

「現契約」といいます。）を平成

した。 

なお、新しい物流倉庫

用についても現在精査中で

 

２．特別損失の発生 

現契約の解除に伴い発生するＳＢＳロジコム株式会社に対する違約金の一部である

２百万円を平成30年３月期

みであります。 

 

３．業績に与える影響 

   業績に与える影響につきましては、

の数値に影響を及ぼすものではないと判断しておりますが

た場合には速やかに公表いたします。
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親会社グループの統合物流倉庫への移転（予定）に伴う

現在の物流倉庫会社との契約解除および特別損失の発生に関するお知らせ

日の取締役会におきまして、現在、倉庫物流業務を委託してい

るＳＢＳロジコム株式会社（本店：東京都墨田区太平四丁目１番３号、代表者：鎌田正彦

年６月30日付で合意解除することを決議いたしました

伴い、下記のとおり特別損失を計上する見込みとなりましたので、お知らせいたします。

記 

当社は、当社の親会社であるＲＩＺＡＰグループ株式会社の平成

「戦略的統合物流モデル「シェアリングサプライチェーン」の構築に関するお知らせ」

、これまで当社を含めた親会社グループ全体で分断されていたサプラ

イチェーンをグループ全体で統合し、サプライチェーンのあらゆるプロセス（コンテ

ナ・物流センター・トラック等）の積載効率をＡＩ技術を活用して最適化することに

より、物流網全体の効率の最大化を目指してまいります。 

今回の統合物流倉庫への移転により、当社の物流関連コストについても、顧客へ商

に掛かる配送費を含めて削減される見込みであります。これに伴い、

現在の倉庫物流等に関する業務委託契約（相手先：ＳＢＳロジコム株式会社、以下

「現契約」といいます。）を平成30年６月30日付で合意解除することを決議いたしま

なお、新しい物流倉庫の契約については現在調整中であり、また、移転にかかる費

中であるため、確定後、必要に応じて速やかに公表いたします。

現契約の解除に伴い発生するＳＢＳロジコム株式会社に対する違約金の一部である

年３月期の第４四半期連結会計期間に特別損失として計上する見込

業績に与える影響につきましては、現段階におきましては、公表している業績予想

の数値に影響を及ぼすものではないと判断しておりますが、公表すべき事実が発生し

速やかに公表いたします。 
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伴う 

関するお知らせ 

日の取締役会におきまして、現在、倉庫物流業務を委託してい

東京都墨田区太平四丁目１番３号、代表者：鎌田正彦）

日付で合意解除することを決議いたしました。これに

ので、お知らせいたします。 

当社は、当社の親会社であるＲＩＺＡＰグループ株式会社の平成29年11月１日付

「戦略的統合物流モデル「シェアリングサプライチェーン」の構築に関するお知らせ」

で分断されていたサプラ

イチェーンをグループ全体で統合し、サプライチェーンのあらゆるプロセス（コンテ

ナ・物流センター・トラック等）の積載効率をＡＩ技術を活用して最適化することに

今回の統合物流倉庫への移転により、当社の物流関連コストについても、顧客へ商

を含めて削減される見込みであります。これに伴い、

現在の倉庫物流等に関する業務委託契約（相手先：ＳＢＳロジコム株式会社、以下

合意解除することを決議いたしま

、また、移転にかかる費

速やかに公表いたします。 

現契約の解除に伴い発生するＳＢＳロジコム株式会社に対する違約金の一部である

特別損失として計上する見込

現段階におきましては、公表している業績予想

、公表すべき事実が発生し

以 上 


